
始まる
「新時代」

「境町の予算」
令和元年度 境町の予算と主な事業を紹介します！
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境 町 の 予 算

議会の活動・運営などの経費

労働者の福祉向上や雇用の促進などの経費

商工業や観光の振興などの経費

道路や河川、公園などの整備や管理などの経費

消防や救急、消防団活動などの経費

事業を行うために借り入れた町債の返済金

農業の振興や生産基盤の整備などの経費

高齢者、障がい者、児童の福祉などの経費

町　債 13 億 910 万円 10.4%

庁舎や財産の維持管理、税金の徴収、
寄付の積立などの経費

学校教育や生涯学習の充実、
文化・スポーツ振興などの経費

施設の整備や地方交付税の
収支不足について
国や銀行などから借りるお金

国や県が徴収した税のうち
市町村に配分されるお金

さまざまな事業の実質負担
や財産収入、寄付金など

町　税 35 億 195 万円 27.8%

各種交付金等 22 億 360 万円 17.5%

国庫支出金 20 億 5,968 万円 16.4%

県支出金 6 億 2,155 万円 5.0%

繰入金 12 億 4,997 万円 9.9%

諸収入等 15 億 515 万円 12.0%

繰越金 1 億 3,000 万円 1.0%

保健や健康づくり、ゴミ処理、
環境対策などの経費

民生費 29 億 8,708 万円 23.7%

公債費 10 億 2,510 万円 8.1%

総務費 28 億 7,710 万円 22.9%

衛生費 6 億 5,944 万円 5.2%

土木費 28 億 4,078 万円 22.6%

商工費 2 億 882 万円 1.7%

教育費 9 億 1,591 万円 7.3%

消防費 5 億 1,403 万円 4.1%

議会費 1 億 884 万円 0.9%

労働費 2,197 万円 0.2%

農林水産業費 4 億 2,193 万円 3.3%

新しい時代「令和」を迎え、境町の今年度予算は昨年に引き続いて増加傾
向にあります。なぜ予算が増えているの？町の財政状況は大丈夫なの？予
算は何に使われているの？など、境町の予算から、町の現状とこれからの
取り組みについてお伝えします。

一般会計
歳入

一般会計
歳出

令和元年度

125 億
8,100 万円

令和元年度

125 億
8,100 万円

前年比前年比

＋13.4%
税金など令和元年度に
境町に入ってくるお金のこと

事業費など令和元年度に
境町が支払うお金のこと

前年比前年比

平成 30年度
110 億
9,800 万円

平成 30年度
110 億
9,800 万円

町民税、固定資産税、軽自動車税など

国が特定の事業に対して交付するお金

昨年度から繰り越したお金

基金から繰り入れるお金

県が特定の事業に対して交付するお金

＋13.4%

前
年
度
比
13
・
４
％
増
で

過
去
最
大
の
予
算
規
模
に

　

町
の
歳
入
歳
出
予
算
は
、
前
年
比
13
・
４
％
増
の

１
２
５
億
８
，
１
０
０
万
円
と
な
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
過

去
最
大
の
予
算
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
他
市
町
村
と
比
較
し
て
も
、
高
萩
市
や
人
口
が

４
万
人
を
超
え
る
群
馬
県
大
泉
町
と
同
等
の
予
算
額
と
な

り
、
境
町
の
人
口
規
模
に
対
し
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
な
ぜ
予
算
規
模
が
増
加
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
子
育

て
環
境
の
整
備
や
教
育
の
充
実
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
た
め
の
防
災
対
策
や
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
施
設
整
備
、移
住
定
住
政
策
の
推
進
な
ど
、

活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
年
度
も

多
く
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
で
す
。

※令和元年度予算額で比較
（4月 1日現在の常住人口）

《全国自治体の予算額と比較》
自治体名

（人口）
予算額

群馬県大泉町
（人口４万 1,841 人） 125 億円

高萩市
（人口２万 8,056 人） 125 億円

境町
（人口２万 4,173 人）

125 億円

八千代町
（人口２万 2,100 人） 79 億円
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令和元年度

境町の予算



●ふるさとづくり基金　2 億 2,640 万円（± ０円）
ふるさと納税により集まった寄付を様々な事業に役立てます。

●公共施設整備基金　3 億 7,176 万円（＋３億 7,098 万円）
公共施設の整備のために役立てます。

●英語教育基金　　　6 億 1,316 万円（＋ 1,316 万円）
先進的な英語教育を町内小学校で継続的に実施するために使います。

●友好都市交流基金　　　6,581 万円（新規設置基金）
友好都市交流を継続的に実施するために使います。

●子ども未来基金　　1 億　　  49 万円（新規設置基金）
子育て環境の充実や子育て世帯の応援に役立てます。

※（　）内は前年度比

境　町

将来負担比率［将来の借金］の推移
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左
の
図
は
、
将
来
の
借
金
を
示
す
指
標
「
将
来
負
担
比
率
」

の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
す
。
町
で
は
、
５
年
間
で
約

76
％
将
来
の
借
金
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

約76%削減！
将来の借金の負担も 5 年間で

将
来
の
借
金
を
削
減

５
年
連
続
貯
金
も
増
加

町
の
負
担
を
減
ら
す
新
財
源

ふるさと納税　約 57 億 6,100 万円補助金の獲得　約 11 億 3,000 万円

太陽光発電事業　約 2,000 万円 企業版ふるさと納税　約 3 億 490 万円

4 年連続寄付額
県　  内１位

関東でも１位

平成 28・29 年度
合計寄付額
市町村では   １位
全自治体では2位

平成 25 年度 ➡️ 平成 30 年度

６年間で
総額27.9億円
の補助金を獲得

約2,000万円
の収入を 20 年分
確保できる見通し

（平成 29 年度）

　
一
般
的
な
自
治
体
で
は
、
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
い
わ
ゆ

る
「
ハ
コ
モ
ノ
」
を
作
る
際
に
支
出
（
歳
出
）
が
増
え
、
自

治
体
の
持
ち
出
し
も
増
え
ま
す
。

　
境
町
で
は
、
施
設
整
備
や
事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
、
国
や
県
の

各
種
補
助
金
な
ど
の
新
た
な
財
源
を
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
町
の
持
ち
出
し
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
借
金
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
反
対
に
、
５
年
連
続
で
借

金
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

一般的な自治体

学
校
や
施
設
を
作
っ
て

将
来
の

借
金

予
算
額

な
の
で
！

増増

新
し
い

財
源
で

資
金

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

予
算
額

だ
け
ど
！

増増

次のページからは

令和元年度に実施する

事業を紹介します

●財政調整基金　　　8 億 6,790 万円（＋ 1,978 万円）
税収の補てんや災害時の緊急的な対応などに使います。

財政調整基金＋ふるさと納税などの基金
　
現
在
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
進
ん

で
い
ま
す
。
将
来
の
推
計
で
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
全
国
約

１
，
７
４
１
あ
る
市
町
村
の
う
ち
、
半
数
の
８
９
６
市
町
村

が
消
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
境
町
で
も
人

口
減
少
が
進
め
ば
、
町
の
税
収
が
減
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
税
金
を
増
額
す
る
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
境
町
で
は
、
借
金
を
減
ら
し
、
貯
金
を
増
や
す
財
政
改
善

の
努
力
を
し
な
が
ら
、
企
業
と
同
様
に
必
要
な
事
業
に
は
投

資
を
し
っ
か
り
行
い
、
経
済
を
活
性
化
し
て
人
口
減
少
や
高

齢
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
平
成
30
年
度
か
ら
境
町
の
全
小
中
学
校
で
本

格
的
に
実
施
し
て
い
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル

事
業
」
は
、
境
町
に
住
め
ば
無
料
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
講
師
に

よ
る
高
い
レ
ベ
ル
の
英
語
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

県
内
外
で
注
目
さ
れ
て
お
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
は
、
県
西
地
区
で
は

唯
一
境
町
の
み
13
名
の
増
加
、
平
成
30
年
度
も
近
隣
自
治
体

と
比
較
す
る
と
最
小
限
の
減
少
幅
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　
町
で
は
、
こ
の
事
業
を
安
定
し
て
継
続
す
る
た
め
の
財
源

と
し
て
、
小
学
校
６
年
間
分
の
費
用
６
億
円
を
、
ふ
る
さ
と

納
税
か
ら
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
の
英
語
教
育
が
国
に
認
め
ら
れ
、
今
年
度
よ
り

約
８
，
５
０
０
万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税
や
各
種
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
必
要
な
事
業
に
し
っ
か
り
投
資
を
す
る
こ
と
で
、

地
域
や
経
済
を
活
性
化
し
て
選
ば
れ
る
町
を
目
指
し
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

22 億 4,552 万円（＋ 5 億 7,100 万円）

　
町
で
は
、
平
成
26
年
以
降
毎
年
貯
金
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

貯
金
額
は
５
年
間
で
3
倍
の
16
・
７
億
円
に
増
加
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
に
は
過
去
最
大
の
25
億
円
の
貯
金
額
に
な
る
見

込
み
で
す
。

境 町 の 予 算 境 町 の 予 算

108.6%

( 平成 28年度より全施設稼働 )

19
年
度

21
年
度

23
年
度

25
年
度

27
年
度

20
年
度

22
年
度

24
年
度

26
年
度

28
年
度

30
年
度

10

15

5

0

20

7.0
億円

6.8
億円

6.9
億円

6.7
億円

7.0
億円

6.8
億円

7.1
億円

7.4
億円

11.0
億円

15.0
億円

16.7
億円

平成 25 年度 ➡️ 平成 30 年度

約15 億円

29
年
度

22.4
億円

25
億円

25 増
境町の貯金 (財政調整基金＋ふるさと納税などの基金）の推移

令
和

元
年
度

（
見
込
み
）

（億円）

（%）

新
た
な
財
源
を
獲
得
し

借
金
を
減
ら
し

貯
金
を
増
や
す

新たな財源で負担が減るね！

企
業
と
一
緒
で
投
資
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

境
町
は
活
気
の
あ
る
選

ば
れ
る
町
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

た
く
さ
ん
事
業
を
や
ら

な
け
れ
ば
、
も
っ
と
早

く
借
金
が
返
せ
る
ん

じ
ゃ
な
い
？ ( 平成 27 年度〜平成 30 年度 )

Point

1

Point

2

Point

3

な
の
で
！

将
来
の

借
金

減

お
し
え
て

QA （平成 30 年度）

（平成 30 年度） （平成 30 年度）

（平成 30 年度）

財
政
状
況
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境 町 の 予 算

移住
定住

子育て
支援

企業
誘致

冠水
対策

健康寿命
の延伸 教育防災

対応
 オリ
施設整備

・パラ

町もいろいろ

やってるのね！

教
教 育 充 実

子
子 育 て 満 足

令 和 元 年 度 に 実 施 す る

主 な 事 業
町民に極力

負担をかけない
改善策で

子育て世代が安心して
育み・暮らせるまちづくり

　産後４カ月までの母子を対象に、産科病院において、
心身のケアや育児のサポート等のきめ細かい支援を行
う「産後ケア事業」、産後４〜 6 カ月のお子さんを保
育士等が預かり、その間、母親に町内の温泉施設等で
リフレッシュしていただく「産後リフレッシュケア事
業」を実施します。

子育て世帯を応援！
産後の母子にきめ細やかな支援を

　少子化対策の推進と出産を希望する世帯の経済的負
担の軽減を図るため、特定不妊治療費の一部を助成し
ます。令和元年度より、限度額を前年度までの 5 万円
から倍の 10 万円に拡充し、更に手厚く経済的支援を
行うことで、出産を希望する世帯をサポートしていき
ます。

特定不妊治療費の拡充！　
限度額を 5 万円 → 10 万円に

　町在住で小中学校に在学している児童生徒のうち、学校給食
費が第 1 子、第 2 子は半額・第 3 子以降は無料になる補助事
業を実施しています。この事業により、課題だった給食費の滞
納者減少についても効果が期待されています。

第 1 子・2 子の給食費半額。3 子以降は
全額無料！　給食費が実質 1 人分で OK

我が家は 3 人が小学生なの
で、給食費がお得になり助
かってます。家族が多いの
で、このまま続けばうれし
いです。

境町在住の小中学生のための給食費補
助事業は、平成 28 年度より施行してい
ます。

出産は大きな喜びですが、
産後は心身の不調が起きや
すい時期でもあります。安
心して子育てできるよう、
母子のサポートを医療機関
等と町が協力して行います。

健康推進室
保健師 小川由香

染谷力哉さん、美穂さん
美海さん（境小 5 年）、梨花さん・
夏帆さん（3 年）、力蔵くん（5 歳）

　これまで、町内の各保育施設における子ども達の使用済み紙
おむつについては、保護者が持ち帰っていました。今年度から
は、各施設に紙おむつ回収ボックスを設置し、使用済み紙おむ
つを回収することにより、保護者の負担軽減を図ります。

保護者の負担を軽減！町内の各保育施設に
「紙おむつ回収ボックス」を設置

境いずみ保育園に設置された紙おむつ
回収ボックス

100% ふるさと納税を活用

子育て応援学校給食費補助金
交付事業　　　　4,631 万円

100% ふるさと納税を活用

町内保育施設使用済み紙おむつ
回収事業　　　　　　　50 万円

給食費の無料は

助かります

100% ふるさと納税を活用

ふるさと納税＋国の補助金で町の持ち出し 0 円

特定不妊治療費助成事業　　200 万円

産後ケア事業　　　　　　　150 万円

グローバルに活躍する
子ども達の未来を育む

　昨年度より実用英語技能検定（英検）を希望する町
内全小・中学生を対象として、検定料を全額補助する

「英語力チャレンジ UP 事業」を開始しました。また、
町内各小・中学校で、英検の受験が行えるように登録
を行いました。令和元年度は、希望受験ではなく、学
年を決めて全員が受験できるような制度の整備にも取
り組んでいきます。

境町の全小・中学生が対象
英検を無料で受けられます！100% ふるさと納税を活用

新規

拡充

新規

これまでは毎日使用済みの
紙おむつを持ち帰っていま
したが、今年度から保育園
で回収してくれているの
で、家庭ゴミの負担も軽減
されて、すごく助かってい
ます。

後藤和代さん（伏木）

昨年度より実施されているフィリピン人講師によ
る英語授業の成果が早くも現れ始めています

去年の 11 月に５級を、今
年の 1 月に４級の検定を受
けました。勉強が大変で試
験も難しかったですが、合
格できて嬉しかったです。

馬場由佳さん（境小 3 年）

英語がどんどん

好きになってい

ます！

英語力 UP チャレンジ事業　　256 万円

　町では、姉妹都市のマリキナ市や、友好都市のホノ
ルル市、長年交流の続くアルゼンチン共和国等との国
際交流のさらなる進展が見込まれることから、境町職
員及び、住民の皆さんの英語能力の向上を目指し、フィ
リピン人英語講師 1 名を迎え、職員及び住民向けに定
期的に英語講座を行う「英語能力スキルアップ事業」
を実施します。

フィリピン人講師による
職員及び住民向け英語講座を実施！100% ふるさと納税を活用

境町で英語講師として働く
のをとても楽しみにしてい
ます。境町の皆さんの英語
力を少しでも向上させられ
るように頑張ります。

英語講師　
ジェレル・レノブラスさん

境町の皆さん

よろしく

お願いします。

英語能力スキルアップ事業　460 万円

防
防 災 対 策

住民の安全・
安心のために

　災害時に迅速かつ正確な情報伝達を行い、住民の生命と財産
を守るため、国の補助金を活用し、防災行政無線のデジタル化
を実施し、町内全域をカバーするため、屋外拡声子局を従来の
６基から 17 基へ２カ年計画で整備します。

防災行政無線のデジタル化で
災害時に迅速かつ正確な情報伝達を

防災行政無線のデジタル化
は、皆さんに正確な情報を
速やかにお伝えする有効な
手段です。今後町内全域を
カバーするため、屋外拡声
子局を整備していきますの
でご協力をお願いします。

防災安全課 危機管理専門監
生天目一司 （元自衛官）　

国の補助金活用し、町の持ち出し３割

デジタル防災行政無線施設整備事業　
・総事業費（2 カ年）3 億 2,985 万円
・今年度事業費  　　1 億 4,748 万円

不妊治療の経済的負担が治
療を躊躇させているという
指摘が多い中、町では治療
への支援を拡充し、夫婦の
不安を少しでも解消できる
よう取り組んでいます。

健康推進室
管理栄養士 宮崎泉

おむつの回収

すごく助かって

います

水
冠 水 対 策

冠水被害
軽減のために

　平成 27 年 9 月に発生した関東・東北豪雨の水害を教訓に、
令和 2 年度の完成に向け、都市下水路に接続する雨水バイパス
管の設置工事を実施します。完成後には１時間に 54 ミリの豪
雨でも市街地内の冠水被害が軽減されることになります。

市街地の冠水対策として
雨水バイパス管を整備します

関東・東北豪雨災害の際、
小林輪業さんのあたりが完
全に冠水して、車が何台か
浮くほどでした。今後同様
の被害が出ないように、雨
水バイパス管の整備には期
待しています。

雨水バイパス管のイメージ。大雨の際、
側溝から雨水がバイパス管に流れ込み、
冠水被害を軽減します。

国の補助金活用し、町の持ち出し５割

雨水排水対策事業
・総事業費（3 カ年）　 ５億円
・今年度事業費　　  ２億 500 万円　

写真差替
都市
下水路

側
溝

側
溝 側

溝
側
溝

坂花町区長　小野里利夫さん　

昨年度より町内全小中学校で実施されているフィ
リピン人講師による英語授業の様子

新規

新規  6 月開始予定
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境 町 の 予 算

農
農 業 向 上

農業活性化へ向けた
地場産品のブランド化

健
健 康 増 進

健康寿命を
伸ばすために

　町では、麗澤大学と提携し、さしま茶ブランド推進
事業を行ってきました。その一環である「ブランディ
ング・プロモーション事業」の成果物として、さしま
茶の新パッケージが完成しました。新パッケージは、
化粧箱と内箱、付属の手提げ袋がセットになっており、
江戸時代に隆盛を誇った「河岸の町さかい」をイメー
ジする意匠が箔押しなどであしらわれ、高級感のある
デザインとなっています。

境町の PR にも貢献！
さしま茶の新パッケージ完成

新パッケージは昔の境町を
デザインで表現していて、
さしま茶の PR につながる
と思います。色使いや素材
にもこだわっていて、重厚
で高級な感じが良いですね。

中箱のデザインは、さしま茶の茶葉、高々と茶箱
が積み上げられた高瀬舟と、富士山を借景ににぎ
わう境河岸の往時の様子を表しています。

さしま茶協会　石山嘉之会長

　脳卒中・認知症の予防効果が期待され、世界中で注目を浴び
ている成分「葉酸」。境町では、株式会社 DHC と包括連携協
定を結び、健康寿命を延伸するための様々な健康づくり事業に
取り組んでいます。その一つとして、平成 29 年度より、65
歳以上の希望者全員に葉酸サプリメントを 1 年分配布し、健康
長寿を全力サポートしています。平成 30 年度からは、「さし
ま茶入りの葉酸サプリ」の配布を行っています。

65 歳以上の方にさしま茶配合の
葉酸サプリを無料配布！

健康維持のために飲み続け
ています。体に良いものを
町が無料で提供してくれる
のはとてもうれしいです。平成 30 年度は 65 歳以上の 1,109 人

に 1 年分のサプリを無料配布

野村かず子さん、
野村ちい子さん（山崎）

健康のために

欠かせないサプリ

国の補助金＋ふるさと納税

　生活習慣病予防の一環として、平成 29 年度より、株式会社
DHC と連携し、「境町メタボ脱出プロジェクト」を実施してい
ます。昨年度は BMI 指数 25 以上の男女 92 名の住民の皆さん
が参加し、普段の食事と置き換えて摂取する「DHC プロテイ
ンダイエット」を使用した減量プログラムに挑戦しました。約
３カ月間にわたる減量プログラムの結果、約９割の方が減量に
成功しました。

プロテインの置き換えダイエットで
「境町メタボ脱出プロジェクト」を実施

ダイエットしたことで、気
になっていた悪玉コレステ
ロールも基準値に戻りまし
た。今後も引き締まった体
を維持したいです。平成 30 年度さかいまちダイエットア

ワード受賞者の皆さん

齋藤雅人さん（上町）

15.6 ｋｇの減量に

成功しました

国の補助金＋ふるさと納税

メタボ脱出減量プログラム事業
364 万円

国民健康保険税を前年度より全体で約 1％引き下げ、住民の負担軽減を図る

　国民健康保険の財政運営については、昨年 4 月から
茨城県が主体となり実施しています。この度、県から
令和元年度国民健康保険事業納付金額が提示されまし
た。特定健診の受診率向上等、保険事業強化により医
療費削減を推進し、県西管内の市町では唯一境町だけ
が、保険税を前年度より全体で約 1％引き下げ、国民
健康保険加入者の負担軽減を図ります。

例；４人世帯の場合

▼

平成30年度
396,700円 / 年税額

令和元年度
392,700円 / 年税額

▼
年税額4,000円（1％）
の引き下げ

【試算条件】
 ・世帯所得 200 万円
   （控除額 330,000 円）
 ・固定資産税 84,153 円
   （H29 年度平均）

県西地区では境町だけが引き下げ！

商
商 工 ・ 観 光

町なかの賑わいと
活性化を創出するために

「キッズハウスさかい」、「河岸の駅さかい」、
「モンテネグロ会館」、「ニコニコパーク及び保健センター」
の機能拡充を実施

葉 酸 サ プ リ プ ロ ジ ェ ク ト 事 業
609 万円

TOPICS

今後さらに保健事業を推進
することで、医療費の削減
を目指し、引き続き住民の
皆さんの負担軽減と健康維
持に取り組んでいきます。

保険年金課
係長 岩岡美和

TOPICS

地方創生拠点整備交付金
1 億 7,212 万円を獲得！

オ
オ リ ン ピ ッ ク ・
パ ラ リ ン ピ ッ ク

オリンピック・パラリンピック
に向けた施設整備

・文化村にオリンピック仕様のテニスコートを含む都市公園を整備
・境古河 IC 周辺地区に多目的運動施設を含む都市公園を整備

国の補助金を活用し、町の持ち出し約３割

文化村に整備予定のオリンピック仕様のテニス
コートのイメージ

都市公園整備事業　
3 億 8,060 万円

国の補助金を活用し、町の持ち出し約 4 割

境古河 IC 周辺地区に整備予定のウォーターベース
人工芝ホッケー場のイメージ

境古河 IC 周辺地区整備事業
5 億 8,340 万円

　アルゼンチンオリンピック委員会から強い
要望があったホッケー場の整備については、
オリンピック基準に対応したウォーターベー
ス人工芝のホッケー場を境古河 IC 周辺地区
内に整備する計画です。オリンピック後につ
いては、関東近辺の大学などと提携して有効
活用していきます。また、テニスコートにつ
いては、文化村にオリンピック仕様のハード
コート４面を整備し、そのうち２面は屋根を
設置することで、雨天時や真夏の直射日光を
軽減できるような施設整備を実施します。

社会資本整備総合交付金等
４億 4,366 万円を獲得！

　町では、地方創生拠点整備交付金を活用
し、上記４施設の機能拡充を実施します。
　「キッズハウスさかい」には、小学校低
学年まで利用可能な新たな施設を併設し、
子育てしながら利用可能なコワーキング
スペース ( ※ ) を設置します。また、「河岸
の駅さかい」には、子育て世帯が利用しや
すいようにキッズスペースを整備し、施
設奥の蔵でイベント等を開催できるよう
にリノベーションを実施します。さらに、
アルゼンチン共和国との友好を深め、交流
人口拡大の拠点とするため、隈研吾氏の
設計により、既存のモンテネグロ会館の

キッズスペース及びイベントスペースを整備する
リノベーション等を実施

河岸の駅さかいリノベーション事業
4,699 万円

国の補助金を活用し、町の持ち出し 25％

小学校低学年まで利用可能な新施設を併設すると
ともに、コワーキングスペースを整備

子育て拠点・コワーキングスペース
整備事業　9,998 億円

国の補助金を活用し、町の持ち出し 25％

「ニコニコパーク」の屋内施設化、保健センターの
リノベーション等を実施

全天候型子育て世帯等交流施設整備
事業　１億 5,728 万円

国の補助金を活用し、町の持ち出し 25％

モンテネグロ会館リノベーション事業　
4,068 万円 

国の補助金を活用し、町の持ち出し 25％

既存施設の資材をリサイクルし、当時の面影を残
した新たな施設を整備

隈研吾氏設計

資材をリサイクルし、当時の面影を残し
た新たな施設を整備します。そして、多
くの子育て世帯が利用する「ニコニコパー
ク」については、屋内施設化を行うとと
もに、隣接する空きスペースを有効活用
したキッズスペースや、コワーキングス
ペースとしても活用できるカフェを整備
します。保健センターについては、ベビー
カーのスロープ、キッズスペースや授乳
室の整備など、子育て世帯が利用しやす
い施設にリノベーションを実施します。

新規

新規 新規

新規 新規

※コワーキングスペース・・・様々な職業の方が仕事や
会議などで利用できる共有型のオープンスペース。

新規

境 町 の 予 算
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新たに就任・任命された、新参与、防災危機管理
専門監、教育次長、新規採用職員を紹介します。

総務部　総務課

主事　小
こばやし
林　沙

さ や
椰

坂東市出身。境高校卒業後、公務員を
目指して大原学園柏校公務員就職コー
スに入校。

総務部　企画経営課

主事　印
い ん で
出　隆

たかゆき
之

古河市出身。東洋大学卒業。大手監査
法人に約15年勤務し、主に総務部で
オフィス管理業務に従事。

福祉部　子ども未来課　健康推進室

保健師　中
な か の
野　翔

しょうた
太

埼玉県加須市出身。埼玉医科大学を卒
業後、看護師として4年間埼玉県内の
病院に勤務。

福祉部　子ども未来課　健康推進室

主事　海
え び は ら
老原　里

り な
菜

つくば市出身。筑波大学卒業後、1
年間研究生として水泳（クロール）
の研究を行う。	 	

総務部　防災安全課

主事　國
く に ふ だ
府田　茉

ま ほ
歩

笠間市出身。下館第一高校卒業。茨城
県警察に採用され、交番・警察センター
勤務を経験。

総務部　企画経営課

主事　斉
さいとう
藤　美

み さ き
咲

福島県郡山市出身境町在住。福島県三
春町役場に６年間勤務し町営住宅・財
政管理に従事。結婚を機に境町に移住。

教育委員会　学校教育課

主事　上
うえたけ
竹　奈

な お
緒

古河市出身。横浜国立大学大学院卒業。
私立高校で日本史教員として従事後、
特別支援学校に勤務。

建設農政部　農業政策課

主事　柿
かきぬま
沼　大

ひ ろ き
輝

八千代町出身境町在住。城西大学卒業
後、境町役場防災安全課の臨時職員と
して従事。

東京都府中市出身境町在住。明治大学
卒業。在学中に境町長の講演を聴講し
たことがきっかけで境町職員を志願。

秘書公室　秘書広聴課　
多文化共生推進室

主事　鹿
か の や
野谷　希

の ぞ み
美

坂東市出身境町在住。東洋大学卒業。
前職は外国人技能実習生の受入監理団
体の職員として多文化共生に携わる。

新規採用職員

まちづくり推進課　
ふるさと納税推進室

主事　河
こ う の
野　彬

あきら

Profile　京都府出身。
2007年　中央大学法学部卒業。
2010年　明治大学法科大学院卒業。
2014年 1月　弁護士法人萩原総合法律
事務所筑西支所に入所。
2019年 4月　同法人事務所常総支所に入所。
家族法務を得意分野とする。

新 参 与新参与

県弁護士会との協定により高度化する行政
法務事務の解決を目指す

Voice

▲

迅速さと正確さが要求される行政運営で、皆様が安心して解決策
を導き出せるように、幅広い分野の知識獲得に努めていきたいと考えていま
す。ご相談への回答が皆様の財産となるように、分かりやすい説明を心がけ
るだけでなく、汎用できるような知識をご提示していけるよう心がけます。

新参与

Voice

▲

男性保健師ならではの目線と
子育て経験を生かし、境町の皆様の健康
作りに貢献できるよう努めます。

Voice

▲

境町の新たな発展に貢献する
ことができるよう日々の業務に努めて
参ります。

Voice

▲

境町が今よりもさらに魅力溢
れる町になるよう、日々精一杯努めて
参ります。

Voice

▲

発展し続ける境町に貢献でき
るよう、責任感をもち、日々の業務に
取り組んで参ります。

Voice

▲

教育現場での経験を活かし、
境町の教育を全力でサポ―トしていき
たいと思います。

Voice

▲

これまでの経験を生かし、住
民の皆様のために力を尽くして参りま
す。

Voice

▲

民間経験を活かして、境町の
さらなる発展のため、河岸の街の賑わ
いを取り戻せるよう精一杯努めます。

Voice

▲

日々発展・進化し続ける境
町へ貢献できるよう、精一杯励んで参
ります。

Voice

▲

境町について知らないこと
も多いですが、外からの視点を活か
して仕事に取り組みたいと思います。

Voice

▲

斬新な政策を続ける境町で、
これまでの経験を生かし、精一杯精進
してまいります。

　
※
派
遣
及
び
係
長
級
以
上
の
職
員
を
掲
載

　
※
◎
は
昇
任
、（　
）
内
は
旧
所
属
等

秘
書
公
室

【
秘
書
広
聴
課
】

　
　
係
長　
坂
井
静
香
（
男
女
共
同
・
国
際
室
）

　
多
文
化
共
生
推
進
室　
※
新
設

　
　
室
長　
笠
松
弘
美
（
群
馬
県
大
泉
町
よ
り
派
遣
）

　
◎
室
長
補
佐　
田
村
学
（
男
女
共
同
・
国
際
室
）

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

　
　
課
長
補
佐　
荒
井
隆
喜
（
税
務
課
）

　
　
係
長　
間
瀬
理
恵
（
住
民
課
）

総
務
部

【
総
務
課
】

　
　
課
長　
関
久
則（
人
権･

協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
長
）

【
企
画
経
営
課
】

　
◎
参
事
兼
課
長　
佐
野
直
也

　
◎
係
長　
三
宅
昭
広

【
税
務
課
】

　
　
課
長　
倉
持
達
弘
（
住
民
課
長
）

　
◎
課
長
補
佐　
倉
持
敬
（
防
災
安
全
課
）

【
住
民
課
】

　
◎
課
長　
中
村
泰
明
（
建
設
課
）

　
◎
係
長　
上
原
ゆ
か
り

　
人
権
・
協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
室　
※
新
設

　
◎
室
長　
倉
持
雅
章
（
人
権・協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
）

　
　
係
長　
野
本
真
由
美
（
会
計
課
）

【
防
災
安
全
課
】

　
　
危
機
管
理
専
門
監　
生
天
目
一
司

福
祉
部

【
介
護
福
祉
課
】

　
　
課
長　
張
替
克
己
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

　
◎
副
参
事
兼
課
長
補
佐　
宮
本
保
夫

【
保
険
年
金
課
】

　
◎
副
参
事
兼
課
長
補
佐　
中
村
恵
一

【
子
ど
も
未
来
課
】

　
◎
課
長
補
佐　
石
綿
勲
（
保
育
協
会
へ
出
向
）

　
　
園
長　
大
越
素
子
（
お
お
ぞ
ら
保
育
園
へ
出
向
）　

　
　
主
任
保
育
士　
飯
島
麻
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
お
お
ぞ
ら
保
育
園
へ
出
向
）

建
設
農
政
部

【
建
設
課
】

　
◎
課
長
補
佐　
田
中
卓

【
都
市
計
画
課
】

　
◎
課
長
補
佐　
半
村
忍

【
農
業
政
策
課
】

　
◎
係
長　
佐
怒
賀
丈
実

【
上
下
水
道
課
】

　
◎
課
長　
野
口
雅
之

　
◎
係
長　
染
谷
典
章

　
◎
係
長　
間
中
保
浩

教
育
委
員
会

　
　
教
育
次
長　
小
関
幸
枝

【
学
校
教
育
課
】

　
　
係
長　
鹿
久
保
淳
（
税
務
課
）

【
生
涯
学
習
課
】

　
◎
課
長　
小
野
博
章

　
◎
課
長
補
佐　
石
塚
伸
二
（
学
校
教
育
課
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　
　
係
長　
栗
原
栄
（
農
業
政
策
課
）

議
会
事
務
局

　
◎
局
長　
福
島
浩

農
業
委
員
会

　
◎
局
長　
中
村
博
明
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

　　
※
☆
は
４
月
１
日
付
再
任
用

☆
野
村
静
喜
（
理
事
兼
防
災
安
全
課
長
）

☆
福
島
洋
二
（
防
災
安
全
課
副
参
事
）

☆
五
十
畑
康
晴
（
上
下
水
道
課
長
）

　
稲
垣
稔
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

　
長
谷
川
稔
（
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
）

　
加
藤
武
（
介
護
福
祉
課
長
）

　
大
越
喜
浩
（
税
務
課
長
）

　
馬
場
由
香
子
（
健
康
推
進
室
室
長
補
佐
） 

　
小
野
里
忠
（
上
下
水
道
課
副
参
事
） 

　
竹
村
恵
美
子
（
秘
書
広
聴
課
12
月
31
日
付
） 

　
菅
野
直
子
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
島
根
桂
子
（
中
央
公
民
館
）

　
関
ま
す
み
（
お
お
ぞ
ら
保
育
園
長
）

　
上
竹
恵
美
子
（
子
ど
も
未
来
課
）

【
観
光
庁
へ
派
遣
】

　
　
主
事　
田
中
裕
紀
（
継
続
）

【
環
境
省
へ
派
遣
】　

　
　
主
幹　
本
山
英
憲

【
茨
城
県
へ
派
遣
】

　
　
主
幹　
金
久
保
沙
知
恵
（
継
続
）

　
　
主
幹　
戸
塚
宏
幸

　
　
主
事　
影
山
雄
紀

【
群
馬
県
大
泉
町
へ
派
遣
】

　
　
主
事　
高
橋
真
理

【
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
へ
派
遣
】

　
　
主
事　
栗
原
千
恵
（
継
続
）

異
　
動　
　
　
（
平
成
31
年
４
月
１
日
付
）

退
　
職
　
者　
（
平
成
31
年
３
月
31
日
付
）

国
・
県
等
へ
の
派
遣

職

員

の

人

事

異

動

企
業
立
地
推
進
室
　　（

８
１）

１
３
０
４

秘
書
広
聴
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
２
９

（

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　（
８
１）

１
３
１
４

総
務
課
　
　
　
　
　
　（

８
１）
１
３
０
０

企
画
経
営
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
０
９

税
務
課
　
　
　
　
　
　（

８
１）

１
３
０
２

住
民
課
　
　
　
　
　
　（

８
１）

１
３
０
３

防
災
安
全
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
０
７

社
会
福
祉
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
０
５

介
護
福
祉
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
２
３

保
険
年
金
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
０
６

子
ど
も
未
来
課
　
　
　（

８
１）

１
３
０
１

建
設
課
　
　
　
　
　
　（

８
１）

１
３
１
２

都
市
計
画
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
１
１

農
業
政
策
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
１
０

上
下
水
道
課
  水
　
道（

８
１）

１
３
２
８
　

                 
下
水
道（

８
１）

１
３
１
３

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
室（
８
１）

１
３
１
４

人
権
・
協
働
ハー

モ
ニー

室（

８
１）

１
３
３
７

健
康
推
進
室（

別
庁
舎）（

８
７）

８
０
０
０

多
文
化
共
生
推
進
室
　
  

（

８
１）

１
３
２
０

町　長
副町長

教育長

情
報
シ
ス
テ
ム
室
　
　
  

（

８
１）
１
３
２
２

新
設会

計
課
　
　
　
　
　
　（

８
１）

１
３
１
５

学
校
教
育
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
２
５

生
涯
学
習
課
　
　
　
　（

８
１）

１
３
２
６

学
校
給
食
セ
ン
ター

　（

８
６）

５
９
０
７

議
会
事
務
局
　
　
　
　（

８
１）

１
３
１
６

農
業
委
員
会
事
務
局
　（

８
１）

１
３
１
７

秘書
公室

総務部福祉部建設
農政部

農業
委員会

会計
管理者

教育
委員会

議
会

新
設

機

構

図

及

び

各

課

電

話

番

号

人事交流に関する協定書を掲げる、橋本
町長と村山大泉町長（右）。また、境町
と大泉町は平成 30年 12月に、災害発生
時に、救援物資の援助や被災者支援を行
う「災害時相互応援協定」も締結してい
ます。

4 月より人事交流実施 多文化共生力を強化する
人事交流を開始 境町人事紹介

秘書公室　秘書広聴課　
多文化共生推進室

室長　笠
かさまつ
松　弘

ひ ろ み
美

群
馬
県
大
泉
町 

＋ 

人
事
交
流
協
定

　

２
月
21
日
、
群
馬
県
邑お
う
ら楽

郡
大
泉
町
役
場
に
お
い
て
、
大

泉
町
と
の
人
事
交
流
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
泉
町
は
、
群
馬
県
南
東
部
利
根
川
沿
い
に
位
置
し
、
人

口
は
約
４
万
２
千
人
。
う
ち
約
18
％
と
な
る
７
，
６
０
０
人

強
が
外
国
人
で
あ
り
、
在
住
者
の
多
く
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
境
町
・
大
泉
町
が
抱
え
る
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
相
互
に
共
有
し
合
い
、

理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
行
政
運
営
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
協
定
に
基
づ
き
、
４
月
よ
り
大
泉
町
か
ら
多

文
化
共
生
の
経
験
が
豊
富
な
課
長
が
境
町
へ
、
大
泉
町
へ
は

ふ
る
さ
と
納
税
を
担
当
し
て
い
た
職
員
が
派
遣
さ
れ
、
相
互

の
人
事
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

群馬県大泉町出身。駒澤大学卒業後大泉町
役場に入庁。平成30年 4月より大泉町多
文化協働課長として先進的な多文化共生事
業に取り組む。趣味はスポーツ観戦。

Voice

▲

今後、全国のどの地域でも外国人
住民の増加が予想されます。大泉町での経
験を活かし、微力ながら境町の発展に、貢
献できるよう努めて参ります。

Profile　大阪市出身。
1984年　株式会社リクルート入社。
2010年 6月　株式会社 LIFULL（東証一部）入社。
2017年　内閣府、国土交通省、総務省と連携し
て全国版空き家バンクを設立。また、一般社団法人
全国空き家バンク推進機構（ZAB）設立に参加し、
理事に就任。

境町初の女性教育次長として、子育て世代
に選ばれる教育環境の推進に尽力

Voice

▲

子ども達の輝かしい未来と笑顔あふれる町づくりの一翼を担うとい
う重要な職に就き、身の引き締まる思いです。これまでの教育現場での経験
を活かし、境町の教育に少しでもお役に立てれば幸いです。どうぞよろしく
お願いします。

教育次長

野
の だ

田  幹
み き こ

子

Voice

▲

これまで民間の立場で全国版空き家バンクの立ち上げや複数の自治
体と連携し、空き家の見える化や活用促進に取組んできました。今回ご縁が
あり、境町の皆様と一緒に持続的なまちづくりに取組ませていただきます。
微力ではありますが、どうぞよろしくお願いします。

Profile　笠間市出身境町在住。
1983年　陸上自衛隊（横須賀）入隊。東京都、
神奈川県・茨城県・長野県内の駐屯地等において
部隊指揮官、部隊及び機関等の幕僚（運用、防衛
警備、渉外・広報、研究、人事、募集等）を歴任。

危機管理専門監

自衛官としての知識や経験を活かし、災害
に強い境町を目指す

Voice

▲

日本各地で見られる異常気象や大規模地震による災害の発生は決し
て他人事ではありません。皆様と一緒に自助・共助の意識を高め、自衛隊で
の経験を活かし、「安心して暮らせるまち・安全なまちづくり」に全力で取り
組みたいと思います。

生
な ば た め

天目  一
か ず し

司 小
こ せ き

関  幸
ゆ き え

枝
Profile　境町出身。
1978年　千葉大学教育学部卒業。
同年、旧総和町立下大野小学校を振り出しに長田
小学校、境小学校に教諭として勤務。行政を経て
2003年より長田小学校教頭。2013年より古河
市立駒羽根小学校校長を務め、2016年定年退職。

田
た む ら

村  剛
つよし

内閣府の地方創生人材支援制度を活用し　
移住・定住のプロフェッショナルを登用
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◎
ひ
と
に
囲
ま
れ
た
境
町
時
代

　
生
ま
れ
て
か
ら
５
歳
ま
で
を
境
町
で
過
ご
し
ま

し
た
。
父
は
北
海
道
出
身
で
、
協
同
病
院
（
現
：

西
南
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
杉

の
子
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
て
、
個
人
経
営
の
ね
む

の
木
ピ
ア
ノ
教
室
で
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
個
人
宅
の
ピ
ア
ノ
教
室
は
珍
し
く
な

り
ま
し
た
。
境
町
で
は
人
に
囲
ま
れ
、
人
付
き
合

い
が
盛
ん
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

◎
会
社
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け

　
あ
る
日
、
建
築
の
作
品
集
を
見
た
時
に
ひ
と

目
惚
れ
を
し
て
、
建
築
の
面
白
さ
を
多
く
の
人

に
伝
え
た
い
と
独
学
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。
縁

あ
っ
て
専
門
誌
で
の
執
筆
依
頼
が
あ
り
、
建
築

の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ラ
イ

タ
ー
を
10
年
や
り
ま
し
た
。
建
築
で
は
大
抵
、

１
階
か
ら
屋
上
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
ま

す
。
で
も
、
私
た
ち
が
普
段
付
き
合
う
の
は
建

物
の
１
階
部
分
な
の
で「
１
階
を
特
殊
な
領
域
」

と
し
て
見
直
し
が
必
要
と
考
え
、
２
０
１
６
年

に
１
階
作
り
や
公
園
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
専
門
会

社『
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

◎
地
域
に
ラ
ン
ド
リ
ー
喫
茶
を

　
会
社
を
作
っ
て
す
ぐ
、
築
55
年
の
ビ
ル
の
活

用
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
人

が
集
ま
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
、
デ
ン
マ
ー
ク

で
見
た
ラ
ン
ド
ロ
マ
ッ
ト
（
全
自
動
洗
濯
機
）

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
も
の
が
日
本
に
も
あ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
、『
喫
茶
ラ
ン
ド
リ
ー
』
を
作
り

ま
し
た
。
徐
々
に
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
な
っ
て
い
る
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
に
何
も
な
い
場
所

で
も
人
は
住
ん
で
い
て
、
く
つ
ろ
げ
る
場
所
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の
店
は
、
一
人

で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
な
に
を
し
て
も
い
い
。
い

ろ
ん
な
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
一
つ
の
空
間
に
居
合

わ
せ
て
い
る
。
そ
ん
な
気
が
向
い
た
ら
足
を
運

べ
る
場
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
目
標

　
お
店
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
。
始
め
る
こ
と

は
簡
単
で
す
が
、
５
年
10
年
と
続
け
て
『
喫
茶

ラ
ン
ド
リ
ー
』
が
地
域
で
「
当
た
り
前
の
風

景
」
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
嬉
し

い
こ
と
に
『
喫
茶
ラ
ン
ド
リ
ー
』
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
人
が
増
え
、
４
店
舗
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
い
ま
す
。「
自
由
で
多
様
で
許
容
の
あ

る
こ
と
」
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
、
名
称
や

既
存
の
デ
ザ
イ
ン
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
に
住

ん
で
い
る
人
が
町
へ
の
愛
着
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
場
所
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
境
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
境
で
過
ご
し
た
幼
少
時
代
は
、
自
然
が
豊
か

で
、近
所
付
き
合
い
が
盛
ん
で
、「
も
の
」
じ
ゃ

な
く
て
「
人
間
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
あ
っ
た
環

境
で
育
っ
た
こ
と
が
、
今
の
仕
事
に
繋
が
っ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。
境
町
は
今
、
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
大
人
も
英
語
移

住
で
き
た
り
、
日
本
内
で
短
期
留
学
が
で
き
る

よ
う
な
場
所
に
な
っ
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま

す
。

【略　歴】
◆田中 元子（たなか もとこ）
昭和 50 年 8 月 5 日境町生まれ。5 歳
まで境町で育つ。18 歳まで茨城県常
総市で過ごし、独学で建築を学びパー
トナーの大西正紀さんと共にクリエ
イティブユニット mosaki を共同設
立。建築コミュニケーター・ライター
として、主にメディアやプロジェク
ト づ く り を 行 う。2010 年 よ り ワ ー
クショップ「けんちく体操」に参加。
同活動で 2013 年日本建築学会教育
賞を受賞。2015 年よりパーソナル屋
台の活動を開始。2016 年株式会社グ
ランドレベルを設立。2018 年喫茶ラ
ンドリーの運営を開始。

田
中 

元
子

「喫茶ランドリー」という自由で多様で許容な空間

第2 3回

情
熱
「
境
」
で
は
、
境
町
在
住
・
出
身
の
方
、
ま
た
境
町
に
縁

の
あ
る
方
で
、
芸
術
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
様
々
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。
第
23
回
は
、
喫
茶
ラ
ン

ド
リ
ー
を
運
営
す
る
田
中
元
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

著書「マイパブリックとグランドレベ
ル－今日からはじめるまちづくり」と。

運営する喫茶ランドリー店内の様子。
気軽に利用できる暖かな雰囲気。

地区 行政区名 区長名 世帯数
本船町 落

おちあい
合　久

ひさ
夫
お 31

下仲町 遠
えんどう

藤　光
こういち

一 20
上仲町 渡

わたなべ
邉　健

けんいち
一 33

上町 斉
さいとう

藤　良
よしお

夫 110
住吉町第１区 倉

くらもち
持　康

やす
男
お 87

住吉町第２区 酒
さか

井
い

　博
ひろ

司
し 101

住吉町第３区 斉
さいとう

藤　進
すすむ 97

宮本町 椎
しい

名
な

　晴
はる

夫
お 178

坂花町 小
お の ざ と

野里　利
と し お

夫 49
新吉町 鹿

し か く ぼ
久保　喜

き い ち
一 84

山神町第１区 内
うちうみ

海　正
まさとみ

富 178
山神町第２区 佐

さ と う
藤　裕

ひろよし
好 167

旭町１区 宇
う の

野　茂
しげ

生
お 125

旭町２区 鶴
つる

見
み

　一
かず

雄
お 96

旭町３区 中
なかむら

村　仁
ひとし 88

松岡町第１区 浅
あさの

野　俊
としあき

明 127
松岡町第２区 柿

かきぬま
沼　重

しげいち
一 166

松岡町第３区 秋
あきもと

元　修
おさむ 136

陽光台 中
なかじま

嶋　鉄
てつろう

郎 165
蛇池 飯

い い だ
田　正

まさゆき
之 85

長井戸１区 相
さ が ら

良　澄
す み お

夫 187
長井戸２区 相

さ が ら
良　一

か ず お
男 351

猿山 関
せき

　宣
の り お

夫 92
下砂井 石

いしかわ
川　利

としゆき
行 98

栗山 髙
たかさき

﨑　明
あき

夫
お 62

西泉田 菊
き く ち

地　清
きよし 212

上小橋 成
なりしま

島　幹
み き お

夫 141
上野原

（旧）雇用促進住宅 藤
ふじしま

嶋　亜
あ き ひ ろ

紀洋 17

地区 行政区名 区長名 世帯数
金岡 稲

いながき
垣　稔

みのる 52
浦向 中

な か だ
田　勇

いさむ 154
下小橋 野

の ぐ ち
口　久

ひ さ し
史 125

染谷 中
なかむら

村　伸
の ぶ お
大 107

大歩 上
う え だ

田　幸
さ ち お
男 127

中大歩 渡
わたなべ

辺　利
としみつ

光 40
内門本田 渡

わたなべ
辺　伊

い き ち
吉 79

内門新田 渡
わたなべ

邉　誠
まこと 38

井草 野
の む ら

村　久
ひ さ お

雄 88
七軒 小

おの
野　幸

ゆきお
夫 57

喜五郎 山
やまもと

本　勝
まさる 62

山崎南 赤
あかおぎ

荻　誠
まこと 61

山崎北 半
はんむら

村　進
すすむ

　 73
伏木北部 高

たかはし
橋　佳

よ し お
男 69

伏木中部 大
お お の

野　四
し ろ う

郎 195
伏木南部 関

せき
根
ね

　富
とみ

夫
お 156

一ノ谷 石
いしつか

塚　幸
こういちろう

一郎 51
百戸 倉

くらもち
持　孝

た か お
夫 127

桐ヶ作・新田戸 上
うえはら

原　勝
かついち

一 40
若林蓮台 中

なかむら
村　勝

かつゆき
之 163

若林新田 倉
くらもち

持　信
のぶよし

義 83
若林本田 倉

くらもち
持　保

たもつ 141
塚崎一 篠

しのつか
塚　謙

けんいち
一 212

塚崎二 大
おおたけ

竹　勉
つとむ 209

稲尾 栗
く り た

田　次
つ ぎ お

男 71
志鳥 小

こばやし
林　里

さ と み
見 87

横塚 島
し ま ね

根　孝
た か お

男 39

境
　
　
地
　
　
区

猿
　
島
　
地
　
区

長
　
田
　
地
　
区

森
　
戸
　
地
　
区

静
　
地
　
区

平成３１年度の新区長さんが決まりました。区長さんには、住民と町の
パイプ役として住みよいまちづくりのためにご活躍いただきます。 平成 31 年度区長会長の

稲垣稔さん（写真右）

会長

副会長

各行政区の
区長さんを紹介します

平成 31 年 4月 3日現在（敬称略）

4月 5日に行われた区長会総会の様子
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※広報さかい 3・4月合併号で紹介した着付け教室の場所に誤りがありました。正しくは中央公民館です。お詫びして訂正いたします。

Lifelong
Study

町の無料開講講座を紹介する連載コーナーです。今号は「民舞・新舞教室」と「童謡を歌う講座」を紹介します。

学びを応援！
「 生 涯 学 習 」 で 自 分 ら し く 輝 こ う

主にピアノ伴奏を担当 主に楽曲指導と指揮を担当

民舞・新舞教室
日本舞踊を学び、心を豊かに！

場 所 中央公民館　講堂 生徒数 ２２名（平成30年度） 開講日 第 1・3水曜日 時 間 13:30-15:30

File.03

連  載

参加者の声

●平川眞希子さん
平成３０年度の学級長を務め
ています。先生方の優しく丁寧
な指導のおかげで難しい曲に
も挑戦しています。音楽を通
して喜びや経験を積み重ねて
いけることが、生きがいになっ
ています。

●高橋政芳さん
女性が多く明るい講座で、楽
しく活動しています。友達 3
人で入り、現在は 6 人で男声
パートを担当しています。声
を合わせ、ハーモニーを作る
ことにやりがいを感じます。
研修旅行のしおりの絵も描い
ています。

●植竹里子さん
開講から２０年間継続して参
加しています。孫に童謡を歌っ
てあげたいとの想いから始め
ました。講座に参加して歌う
ことの気持ちよさに気づくこ
とが出来て、毎日心が満たさ
れています。

童謡を歌う講座
楽しい雰囲気の中で美しい合唱を！！

場 所 シンパシーホール 生徒数 58名（平成30年度） 開講日 第 2・4木曜日 時 間 9:30-11:30

１講師と講座生の皆さんでの集合写真。２講師や役員の皆さんとこれまで
のあゆみを語らいました。『千の風になって』でブレイクした新井満氏
との共演は思い出に深く刻まれています。３平成 12年～平成 30年の
研修旅行のしおり。講座のあゆみにも触れてきました。４ピアノの伴奏
に合わせて練習する様子。混声三部合唱の深みのある歌が響いています。

File.04

４

３２

１

講師 針替道子先生講師 金久保一美先生

　
「
童
謡
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
曲
を

通
し
て
豊
か
な
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
。」

　
平
成
11
年
針
替
先
生
の
指
導
に
よ
り
22

名
の
受
講
生
で
始
ま
り
、
平
成
14
年
か
ら

は
金
久
保
先
生
の
指
導
も
受
け
、
童
謡
・

唱
歌
を
は
じ
め
、
外
国
の
難
し
い
曲
な
ど

幅
広
い
楽
曲
の
歌
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
音
の
和
は
心
の
和
」
を
目
標
に
、
仲
間

づ
く
り
を
大
切
に
、
協
力
し
あ
い
な
が
ら

運
営
し
て
い
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
年
々

受
講
者
が
増
加
し
、
特
に
男
性
が
増
え
た

こ
と
で
「
混
声
三
部
合
唱
」
の
深
み
の
あ

る
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
か
ら
若

い
人
ま
で
、仕
事
も
様
々
な
人
が
参
加
し
、

仲
良
く
意
欲
的
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
童
謡
を
通
し
て
、
合
唱
の
楽
し
さ
と
喜

び
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
音
の
和
は
心
の
和
』

　中央公民館　☎公民館 81-1340問合せ　シンパシーホール　☎ 87-5858問合せ
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参加者の声

●関敦子さん
踊りを学びつつ着物も着れる
ようになりたいとの想いから
15年続けています。先生に手
取り足取り優しく指導しても
らっています。踊りを始めて
から体力的にも健康になった
と実感しています。

●相良ふじ子さん
踊りが元々好きで踊りを覚え
たいと思い、教室に参加しま
した。踊りだけでなく着物の
着付けも教えてもらっていま
す。講座に入って 12年。先生
の人間性に魅かれて、今も楽
しく続けられています。

●中田久子さん
踊りと着物が好きで教室に参
加しました。教室では時間を
忘れて踊りに打ち込んでいま
す。15年経験していても人前
で披露することは緊張します
が、仲間と一緒に踊ることが
一番の楽しみです。

１講師と講座生の皆さんでの集合写真。
２生涯学習フェスティバルの様子。緑の
衣装がとても華やかです。３平成３１年
「さかい新春の集い」で披露。華麗な舞に
大勢の方から拍手がおくられました。

１

２

３

民舞・新舞教室
講師 染谷勝子先生

　
40
年
以
上
携
わ
っ
て
い
る
舞
踊
の
経
験

を
活
か
し
、
18
年
ほ
ど
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
民
舞
・
新
舞
教
室
で
は
民
謡
や
新
し
い

曲
な
ど
、
色
々
な
曲
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た

り
、
着
物
の
着
付
け
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。

振
り
付
け
を
覚
え
て
身
体
全
体
で
表
現
す

る
こ
と
で
脳
ト
レ
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
年
に
１
回
研
修
旅
行
を
行
い
、
昨
年
は

浅
草
公
会
堂
で
の
講
演
を
観
覧
し
て
新
た

な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
介
護
施
設
等
へ

も
慰
問
し
、
踊
り
を
披
露
し
て
利
用
者
の

方
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
舞
踊
を
通
し
て
境
町
を
活
性
化
し
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
新
春
の
集
い
や
境
だ

る
ま
市
、
境
ふ
る
さ
と
祭
り
の
パ
レ
ー
ド

等
で
も
積
極
的
に
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
踊
り
を
始
め
て
み
た
い
方
は
、
日
本
舞

踊
の
基
礎
か
ら
着
物
の
着
付
け
ま
で
丁
寧

に
ご
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
豊
か
な
舞
踊
の
世
界
を
一
緒
に
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

舞
踊
を
通
し
て

境
町
を
活
性
化
し
た
い
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　町は、段ボールシート・ケースの製造販売などを手掛ける王子
コンテナー㈱茨城工場と災害時における物資供給協定を締結しま
した。今後、利根川の決壊等の大規模災害が発生した際には、長
期の避難生活が想定されることから、段ボールベッドなどの必要
物資を供給していただきます。災害は、いつ・どこで・どのよう
に発生するか予想することは困難です。王子コンテナー㈱は、全
国で 27 工場、関東でも 8工場が展開し、供給ネットワークが構成
されています。段ボール製品は、災害発生時に暖かく、衛生面に
優れ、汎用性のある素材として様々な用途で使用されています。 王子コンテナー㈱茨城工場の鹿野谷智志工場長（写真左）

王子コンテナー㈱茨城工場と災害協定を締結
災害時に段ボールベッドを供給

3 ／ 27

3 ／ 19

講演を行う片田特任教授

「荒ぶる自然災害に地域一体で向かい合う」
東京大学大学院片田特任教授による防災講演会
　境町中央公民館において、東京大学大学院・片田敏孝特任教授
により平成 30 年度、2回目となる防災講演会が開催されました。
町では、防災研究の第一人者である片田特任教授を防災アドバイ
ザーとしてお迎えし、2ヶ年にわたる広域避難の調査研究や「逃
げどきマップ」作成時の監修等にご尽力頂いております。講演会
では、「荒ぶる自然災害に地域一体で向かい合う」をテーマに自
らの命は自ら守る、自主的な広域避難を推奨し、避難意識の改善、
広域避難の徹底、「共助」の活性化について講演を行いました。会
場に集まった区長等の防災リーダーをはじめとする約 420 名の住
民の方々は、講演会に真剣に耳を傾けていました。

講演を熱心に聞く参加者の皆さん

3 ／ 26

　利根川河川敷にて、さかい河岸フェスティバル実行委員会（増渕実行委
員長）の主催により、今年で 17 回目となる「さかい河岸フェスティバル
（旧菜の花フェスティバル）」を、名称も新たに開催しました。当日は天気
にも恵まれ、河川敷は、約 1万２千人の来場者で賑わいました。会場では、
満開の菜の花の中、さかい４Hクラブによるトラクター遊覧やはしご車体
験、セグウェイ試乗、エアボート試乗、熱気球体験、ミニＳＬや乗馬体験、
卵無料配布、ふるさとクーポン抽選会などが行われました。また、町内農
家や飲食店等による「菜の花商店街」が出店され、地元産の新鮮野菜や飲
食物が販売されました。特設ステージでは、フラダンスや日本舞踊、和太鼓、
ダンス等の発表が行われ、来場者の目を楽しませていました。

「第 17 回さかい河岸フェスティバル」を開催
（旧菜の花フェスティバル）

①段ボールを組み立てる ②段ボールを縦、横に３つずつ並べる ③並べた段ボールに天板を載せて完成青空のもと、菜の花を満喫する来場者の皆さん はしご車体験 ミニ SL を楽しむ来場者の皆さん

 多くの来場者で賑わった菜の花商店街

 子ども達に大人気のサカイタチ

片田特任教授の監修で作成した「逃げどきマップ」

報告に来庁した齊藤さん一家

　猿島小学校３年の齊藤凛さんが「平成 30 年度第 47 回 JA 共済全
国小・中学生交通安全ポスターコンクール」において、農林水産大
臣賞を受賞しました。2月1日には、全国共済農業協同組合連合会（JA
共済）主催の「書道・交通安全ポスターコンクール」の表彰式が都
内で行われました。このコンクールには全国から 16 万 2,262 点の応
募があり、齊藤さんの作品は、駐車場で遊ぶことの危険性を分かり
やすく表現した点が評価され、今回の受賞となりました。また、猿
島小は、児童全員がポスターを描き応募するなど、学校全体での取
り組みが評価され、学校賞も受賞しています。

全国小・中学校交通安全ポスターコンクールで
齊藤凛さんが農林水産大臣賞を受賞

第 47 回

受賞

農林水産
大臣賞

〈段ボールベッドの作り方〉

農林水産大臣賞を受賞した作品

猿島小３年　齊藤　凛さん
自動車や遊んでいる子どもがう
まく描けて良かったです。表彰
式は、緊張したけどうれしかっ
たです。絵を描くときは、顔の
色がはみ出さないように、きれ
いに描くように気をつけてます。

Voice

齊藤さん愛用の絵の具セット
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自衛官と のできるお見合い
お見合いパーティ

結婚相談室
古河店
久喜店

0280-30-7070

完全会員制
公的書類の提出　面接のできる方
★一般社会人ともお見合い可能な会員
★自衛官とのパーティ＆お見合い専用の会員

境
ニ
ュ
ー
スTOW

N NEW
S

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話 0280（81）1329　
E-mail　 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

寄付に訪れたグラウンド・ゴルフふれあい友の会の皆さん
と忍田教育長

　グラウンド・ゴルフふれあい友の会（平間会長）が、
50,000 円を教育振興のため役立てて頂きたいと寄付さ
れました。

グラウンド・ゴルフふれあい友の会が
町へ寄付

寄付

町内保育園で卒園式・入園式　小中学校で卒業式・入学式
新入園児 29 名、新小学生 204 名、新中学生 193 名が誕生

平成 30 年度 卒園生・卒業生の数
学校名 おおぞら ひまわり 境小 長田小 猿島小 森戸小 静小 境一中 境二中

人数（名） 28 11 72 43 32 37 23 139 80

合計 39 名 207 名 219 名

平成 31 年度 新入園児・新入生の数
学校名 おおぞら ひまわり 境小 長田小 猿島小 森戸小 静小 境一中 境二中

人数（名） 17 12 80 45 28 34 17 131 62

合計 29 名 204 名 193 名

3/13・19・20、4/3・8・9

　平成 30 年度卒園式・卒業式が挙行され、園児・児童・生徒
が思い出のたくさん詰まった学び舎に別れを告げました。
　また、4月には、入園式・入学式が挙行され 29名の新入園児、
204 名の新小学生、193 名の新中学生が誕生し、本格的に新年
度がスタートしました。
　真新しい洋服や制服に身を包んだ新入生たちは、期待と希
望に胸を膨らませながら、新しい学び舎の門をくぐりました。

４/ 4
茨城むつみ農協が黄色の安全帽子を寄贈
　児童の登下校時の安全を願って、茨城むつみ農協より黄
色の交通安全帽子が町内小学校の新入生 204 名に贈られま
した。

写真左から佐々木猿島支店長、半村常任理事、忍田教育長

３/ 29
常陽銀行が防犯ブザーを寄贈
　常陽銀行の竹下博実境支店長が役場を訪れ、この春入学
する小学１年生の防犯に役立てていただきたいと防犯ブ
ザーが小学校の新入生 204 名に贈られました。

写真左から、竹下支店長、忍田教育長

３/ 27

会　場　境町サッカー場・他
参加チーム　12チーム
優　勝　ロク FC（埼玉県さいたま市）
準優勝　東海村立東海中学校（東海村）
第３位　八千代町立八千代第一中学校（八千代町）
　　　　土浦市立土浦第四中学校（土浦市）

4 ／ 13・14

スポーツ

森戸小には 34 名の新入生が入学しました
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第 42 回 境町ジュニアユースサッカー大会

校長先生より教科書を受け取る代表児童
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　4 月 19 日（金）、道の駅さかい敷地内にさかい
河岸レストラン「茶蔵」がオープンし、オープニ
ングセレモニーが盛大に行われました。設計を手
がけた隈研吾氏もテープカットなどに参加しまし
た。この建物は、外観に県内産のスギ材を用いて
新国立競技場とリンクするデザインになっており、
今後境町の魅力を発信する場所として期待されて
います。店内には天井から地元さしま茶で染めた
布がかけられ、柔らかであたたかな空間を演出し
ています。1 階では地元の食材を使用したビュッ
フェ、2 階ではさしま茶やスイーツを楽しめるサロ
ンのほか常陸牛や梅山豚など各種コースを堪能で
きる完全予約制の鉄板焼きをお楽しみいただけま
す。是非お越しください。

セレモニーでのテープカットの様子（写真左から、小松マテーレ㈱中山代表取締役会長、利根川河川事務
所三橋所長、永岡衆議院議員、㈱隈研吾建築都市設計事務所主宰隈研吾氏、橋本町長、㈱まちづくり公社
野口代表取締役、倉持議長、茨城県議会半村議員、茨城県営業戦略部堀江部長、中和建設㈱中村代表取締役）

■発行所 / 境町役場　〒 306-0495　茨城県猿島郡境町 391-1　Tel.0280-81-1329　■編集 / 秘書広聴課　■発行日 / 令和元年 5 月 1 日
■境町ホームページ　http://www.town.sakai.ibaraki.jp/

町の人口と世帯数　※平成 31年 5月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 24,175 人（+2）　■男性 12,237 人（-14）　■女性 11,938 人（+16）　■世帯数 8,608 世帯（+11）
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interview

道の駅さかいに

NEW OPEN

新国立競技場を手がけた隈研吾氏による設計

さかい河岸レストラン「茶蔵」

樋口起子さん(左)
金子真弓さん（右）
( 久喜市 )

川崎幸一さん（左）
飛田祥悟さん（右）
（ひたちなか市）

佐久間さんと同僚の皆さん
（古河市）

町の新たな魅力発信！さかい河岸レストラン「茶蔵」オープン

営業時間

１階　「さかいキッチン」11：00 ～ 17：00　ビュッフェ（90 分間）
　　　　　　　　　　　一般 1,580 円 / 小学生 790 円 / 幼児無料
２階「さしま茶サロン」   11：00 ～ 17：00　さしま茶セット 700 円～
　　  「さかい鉄板」        17：00 ～ 22：00　コース 5,500 円～
                               ※完全予約制 ☎ 0280-87-5011 9：00 ～ 18：00 受付　 

voice
新聞とニュースでオープンを知りました。料理はとて
も味付けが良くて、特に、ローストビーフ丼はお米も
お肉も美味しかったです。おしゃれな建物の外から中
の様子が見え、入ってみたくなりました。

voice
斬新な建物がおしゃれで、外から見ても目立ってい
ました。ビュッフェは１つ１つが自然な味わいでと
ても美味しくて、特にローストビーフをはじめ、お
肉類がすごく柔らかくて美味しかったです。

voice
さしま茶染めのファブリックなど、お店がとてもお
しゃれだと感じました。ビュッフェは新鮮な野菜や、
ドレッシングも種類が豊富で、女性にはうれしいサー
ビスだと思います。
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